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県
の
応
援
横
噺
幕

を
作
成
し
ま
し
た
、

　
こ
の
横
断
幕
は
、
競
技
会
場

に
張
り
串
さ
れ
ま
す
、

　
選
手
は
緊
張
の
中
、
こ
の
横

断
幕
で
翼
気
づ
・
け
ら
れ
、
力
を

充
分
発
揮
で
き
る
こ
と
で
し
ょ

う
．
そ
し
て
、
松
之
山
町
を
深

く
刻
ん
で
く
れ
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。
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体
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6
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2
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5
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凌
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～

＆
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糞
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誰
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t
ん
し
ょ
ゼ
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分
ち
ね
①
お
～

盟
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1
⑩
o
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o
I

あんなεと

εんなεと

わが家の人気者

　　鰯　雛　馨轍

騒灘姦

羅

鷲
騰
醗
、
麟
繭

嚢

　　懸繍懸

鰭
鐵
灘羅1
　　磁踊＿…

本
年
も

火
の
期
心
に

　
　
　
心
が
け

　たすく

　　佑くん（2歳〉

　本由義昭・儀子さんの二男

　　　　〈田麦立・宮ノ下〉

　僕の名萬は鐙絡蓄です。

　皆から窪たすく羅って騨ばれ

ています．僕は謬パノ噸窪マ

マ毒て）て呼んでます．

　好きな食べ物は、カレーライ

ス、カボチャ、煮豊、ラーメン、

果物が好きです．

　今、仮衝ライダー‘‘アギト”

“クウガ’に夢中でビデオば

かり見ています．紙を織長く

棒にして、お兄ちゃんと2入で

5‘戦い”といって遊んでいます。

　小莚月にパパとママのお友

達とお鍋大会をしました。

いっぱい食べていっぱい遊ん

ですごく楽しかったです．

1お母さんから一翻

　4祐賢という字には“人を助

ける“という慧瞭があります、

周りの人と仲裏く、周りの人

に優しい子になってほしいで

す。

　圭月6β（鷺〉霧が深々と降る中、松之患町溝防懸と松之ll．1分遣所合講の

患初め式が行われました．

　今年の無災警を祈念し、雰と叢色に色づけされた放水が降彰）積もる霧を

染めていました。

　これから零がますます多くなってきます。霧崩等の麓鹸や雲壁等で視界

も狭くなります。周辺の状溌に十分漉慧してください。また、火気の取扱

も十分洗慧し、今薙三年無災警で遜ごせるよう心がけましょう。

む
こ
投
げ
に

テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
沢
山

し
か
し

　
そ
の
直
後
・
：
・

幾顯　
〆

・
亀
響
ー

　
む
こ
投
げ
す
み
塗
り
や
各
集
落
で
歳
の
神
で
賑

わ
っ
て
い
た
願
、
ひ
っ
そ
り
と
あ
る
番
組
が
撮
影
に

松
之
由
混
泉
ス
キ
ー
場
へ
来
て
い
濠
し
た
、

そ
の
番
組
は
パ
ン
サ
ム
慧
．
簿
ら
な
い
入
が
多

い
こ
と
と
は
思
い
ま
す
が
、
徐
々
に
広
が
っ
て
い
る

デ
ジ
タ
ル
放
送
の
番
組
で
す
。
（
ち
な
み
に
、
デ
ジ

タ
ル
放
送
は
蓉
用
の
機
羅
に
よ
り
槻
聴
で
き
ま
す
．
〉

三
月
獅
β
鶏
縫
の
2
鷺
闘
撮
影
が
行
わ
れ
、
「
海
砂

利
水
魚
改
め
く
り
い
む
し
ち
ゅ
…
届
と
い
う
お
笈

い
タ
レ
ン
ト
を
メ
イ
ン
に
糟
オ
ス
カ
ー
ブ
灘
ダ
ク

シ
灘
ン
モ
デ
ル
幅
の
皆
さ
ん
が
、
様
々
な
新
し
い
ウ

イ
ン
タ
…
・
ゲ
ー
ム
の
握
案
を
す
る
と
い
う
番
組
で

し
た
．

　
今
デ
ジ
タ
ル
放
送
は
ど
ん
ど
ん
普
及
し
て
毒
て
い

ま
す
燈
こ
の
放
送
を
通
し
て
、
璽
に
松
之
山
に
來
て

く
れ
る
人
が
増
え
て
く
れ
る
と
う
れ
し
い
で
す
ね
、

6

家の人気者わ

　
少
し
ぎ
こ
ち
な
い
？
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
．

　
玉
月
欝
猿
（
欝
V
。

　
婚
β
間
の
長
い
戦
い
を
翻
し
た
大
相
撲
「
砺
東
騨
し
。
そ
し
て
、

町
内
大
相
撲
に
お
い
て
も
、
各
場
勝
に
お
い
て
激
し
い
戦
い
が
繰

り
広
げ
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

　
各
場
勝
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。
葛
概
闘
の
長
丁
場
を

翻
し
た
横
綱
の
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
、
ご
ざ
い
ま
す
、
そ
し
て
、

参
撫
さ
れ
た
力
士
の
皆
さ
ん
も
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

　
果
た
し
て
来
年
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
？

※
東
駕
場
漸

東
横
綱
　
労
元
窟
征
一
賜

　
　
（
大
見
征
　
・
上
段
）

繭
横
綱
漂
吉
毛
由
良
雄
関

　
　
（
小
野
塚
厳
訊
雄
・
癩
鷺
ハ
）

※
水
梨
場
漸

横
綱
凸
歩
健
努
関

（
中
島
健
男
・
土
橋
）

※
湯
山
場
漸

東
横
綱
　
笑
登
撫
　
健
鯛

　
　
（
紺
山
健
・
下
村
）

瞬
横
綱
　
優
美
ン
由
末
美
関

（
松
沢
宋
美
・
坂
中
）

※
松
璽
場
所

東
横
綱
　
乱
砂
　
致
男
関

　
　
（
編
猿
政
勇
・
桶
騰
）

爵
横
綱
　
覇
薫
り
　
勉
関

　
　
（
俊
藤
　
勉
・
新
七
）

　
季
節
は
？
ん
？
な
ぜ
イ
チ
ゴ
の
鉢
樒
え
が
？

　
蓬
月
に
入
り
、
欝
び
傭
報
の
提
供
が
あ
り
ま
し
た
。

　
相
沢
美
代
子
さ
ん
（
小
谷
・
水
上
）
が
、
花
の
観
賞
の

た
め
に
購
入
し
た
イ
チ
ゴ
鉢
植
え
．
捻
月
末
か
、
b
降
り

患
し
た
露
の
た
め
窪
内
へ
避
難
さ
せ
数
欝
。

　
俸
が
明
け
鉢
に
目
を
や
る
と
そ
こ
に
は
イ
チ
ゴ
の
つ

ぼ
み
が
。

　
家
の
中
の
暖
か
さ
で
、
イ
チ
ゴ
も
盤
艶
簿
を
闘
違
え
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　
照
季
を
楽
し
め
る
の
が
松
之
灘
ら
し
い
漸
、
し
か
し
、

自
然
？
な
季
節
は
ず
れ
も
い
い
も
の
で
す
ね
。

蕊）
亀顧露蚤零や秘、蓉し蒙｝憲

　あさひ
朝陽くん（2歳〉

　高橋璽勝・敦子さんの長男

　　　　（天水島・鵜鰻郎〉

　僕の名麟は謬朝陽毒です。

　皆は窪あさひ轟蓼あ一くん毒っ

て呼びます。1業は窪お父さん爵

窪お愚さん壌って呼んでます。

　アサリのみそ汁やフライド

ポテト、イチゴとアメ、枝豆が

大好きです。

　ユンボやブルドーザーとか

働く箪が大好きで、クリスマ

スにサンタさんからもらった

トーマスのおもちゃがお気に

入り．

　この箭お姉ちゃんと一緒に

エビフライの衣付けを手伝っ

たんだよ．みんな「おいし

い葦って食べてくれてうれし

かったです．

（お母さんから…翻

お婦ちゃんとケンカもするけ

ど仲瑛く遊ぶことも増えてき

ました．人のことを思いやれ

る、優しくて強い心の持ち主

になってね。
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1
卜
o
o
o
o
I

藍

難藤鐵驚麟

露

綾藤祐趨く海

，議，露

蕩
…
盗
麗
灘
欝

頑張のま電だ
　　松之出中学校！

瓢潟県中学校スキー大会

努ルペン　松之山温泉スヰー・場

タロカン　妙轟麟療購滋の璽

裡鯉
　　ザ史くん窃義潴

王
月
”
撮
・
綿
環
。

薪
潟
県
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
は
、
ア

ル
ペ
ン
が
松
之
由
湯
泉
ス
キ
ー
場
で
、

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
…
が
、
妙
蕩
嵩
漂
町

池
の
平
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

灘
簿
嬢
ン

☆
大
園
転
競
技
（
男
子
）

▽
憩
位
葛
橋
範
行
▽
3
9
位
轟
、
岡
橋
友
浩

▽
6
8
位
佐
藤
祐
趨
▽
7
3
位
滝
沢
秘
史

☆
大
麹
転
競
技
（
女
子
〉

▽
捻
位
佐
藤
智
穂

☆
園
転
競
技
（
男
子
）

▽
爲
位
佐
藤
祐
毯
▽
3
0
位
滝
沢
憩
史

▽
6
4
位
蕎
橋
友
浩
▽
66
位
蕩
橋
健
吾

雛
璃
灘
ガ
ン
ト
リ
ー

☆
5
k
ク
ラ
シ
カ
ル
（
男
子
）

▽
胃
位
佑
藤
糞
▽
90
位
志
賀
洗
介

▽
舗
位
対
山
草
太
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供給の蓬め薩
　単成13年9月、繕本で初めて隼海綿状脳症（BSE）の隼が発見されました。

　現荏、園は、感染した隼め肉などが斎場や篠頭に患織らないシステムを確

立し、隼肉などの安全姓を確保しています。

〆薦や物乳製品の安全性鰍囎えて下翫　　、
A・姻におけるマウスなどでの接鰍験の蘇物脳せ講郷

9騰踊購購慧撫瓢繍灘搬論壽慧劇
　部位ではなく、安全です。また、体乳や乳製贔についても、WgO（盤

　濡保健機関〉専鍔家会議報露によると、乳は13SEを伝達しないことか

　ら、安全です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー

編
ー
網
・
為
…

侮　．8S窪の感染源とされている牛の肉骨

　どのように取り扱われますか、

A．環筏、園は、隼の肉骨粉について、

べての麟からの輸入を停止しており、ま

家畜のえさとしての製遣・出荷・使規を

慮しています。これによって、BSEの感

を確実に遼断する体綱が整っています。

ように、脳が海綿状になる病気があります

が、そのうち変異型クロイツフェルト・ヤコ

ブ病がBSEとの関連を指摘されていま嵐

　英園では1990奪代拳ばにBSEの隼が
大量に確認され、王995薙から2001

年までに薄名余りの変異型クロイツフェ

ルト・ヤコブ病の発症が確認されています

が、これは危険部位である脳などを食べて

いたことが康獲ではないかと冤られてい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…
ます。

　なお、欝本での変異型クロイツフェル

ト・ヤコブ病の発症例はありません。

　また、豚や鳥といった家畜が感染したと

いう例は報欝されていません．BSEに類

似の病気として、単のスクレイピーは窃く

懸瓢鍵避至型

’
Q ．現在販売されている加工品は安全で

すか。

A．騒は、現往、流通している擁工食最に

ついて、隼を磁來とする漂材料を全て点検

し、危険部位の使駕や混入が認められた場

舎には、療材料の変更、盛該製贔の販売巾

止や蹴収を行うよう、製造業庸・撫工業養

に対して指導を行っています。これらの

結果は厚生労働省のホームページですべ

て公表されています。
＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

※
集
海
綿
状
脳
癒
燃
β
S
欝
）
の
憲
2

顔
饗
隷
ン
簸
欝
う
タ
ン
摺
タ
質
が
異
鴬
鑑
移
捲
葛
の

藻
増
菱
る
叢
と
に
よ
っ
羅
、
脳
綱
胞
が
死
滅
搭
、
行
動

滅癒憲　＼㌔　　　　　　　　　　　　　－
朧2疹国はBSεに対楓どのような対策を

雛　iとって幡のですカ㌔
　　　　A．と畜場では食肉処理を行う全ての雑

羅蒲穂　　について、厳格な検糞を実施し、感染が認
お撫運　　められた隼については、全て焼部します．
翰懸動
’離の　　　また、○王Eの基．準で危険部位とされてい
嚢燃異　　　、
塗蛋鑑　　る脳、せき髄、眼、鐡腸遠位部は、BSEの

馨欝勲の撫燗わ拭全て鱗で・解体
穏傭の　　時に除宏し、焼劫しています。
　嫁癒
　感駿　　　農場においても、BSEが疑われる鰭二につ

灘いては徽し鹸藍御・隷らの腔
　懸緩　　ついては、結果に関わらず焼劫することと
　険
　隊蕪　　しています。

今
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ま

券
5
千
円
の
有
料
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
の

　
王
回
o
円
を
支
払
う
場
合
は
、

　
　
　
ま

70
歳
以
上
を
証
明
す
る
入
湯
証

を
窓
口
に
提
示
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
入
湯
証
に
つ
き
ま
し
て

は
、
今
ま
で
無
料
入
湯
証
を
お

渡
し
し
て
い
ま
し
た
が
、
4
月

ま
で
に
新
し
い
入
湯
証
を
醗
布

し
ま
す
。
宵
い
入
湯
読
は
使
え

な
く
な
り
ま
す
の
で
破
棄
し
て

く
だ
さ
い
．

　
4
月
以
降
に
新
た
に
7
0
歳
に

な
ら
れ
た
方
は
、
誕
盆
月
の
翌

月
に
入
湯
証
を
郵
送
し
ま
す
．

｝
華A燐闇奏
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期間年月日まで

一
漸　
　
名

住
氏

一榊

．
禦
闇
灘
を
欲
し
い
方
は

　
7
0
歳
以
滋
の
方
で
奪
閣
券
の

欲
し
い
人
は
、
2
月
ま
で
に
懸

覧
で
希
望
を
と
り
ま
す
，
4
月

ま
で
に
は
年
間
券
を
郵
送
し
ま

す
。
料
金
に
つ
い
て
は
公
共
料

！

金
等
支
払
鷺
座
よ
り
4
月
に
引

き
落
と
す
予
定
で
す
。

　
年
途
巾
で
年
間
券
を
購
入
さ

れ
る
場
合
は
、
共
同
浴
場
窓
鶯

か
驚
役
場
振
興
諜
に
代
金
を
添

え
て
お
串
し
込
み
く
だ
さ
い
．

後
β
郷
送
し
ま
す
。

　
有
効
期
隈
は
券
購
入
濤
か
ら

王
隼
問
と
な
り
ま
す
．

　
な
お
、
家
族
券
に
撫
入
し
て

い
れ
ば
無
料
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は

町
振
興
課
商
工
観
光
係
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自治宝くδ助成で太鯨を整備1

蓑水越灘山太鼓

　
天
水
越
深
慮
太
鼓
で
は
、
財

懸
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
（
自

治
宝
く
じ
助
成
〉
を
受
け
て
太

鼓
を
整
儲
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
健
全
な
発
展
の
た
め
宝

く
じ
の
収
益
金
が
利
期
さ
れ
て

い
ま
す
。
深
由
太
鼓
の
活
動
は
、

集
落
を
巻
き
込
ん
だ
各
種
行
事

の
ほ
か
、
幅
祉
施
設
へ
の
訪
闘

な
ど
積
極
的
な
地
域
酒
動
が
認

め
ら
れ
、
今
年
度
の
助
成
事
業

の
該
当
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
今
回
の
助
成
で
太
鼓
・
8
台
の

ほ
か
、
立
奏
台
や
チ
ャ
ッ
パ
、

子
供
矯
腹
掛
け
な
ど
を
整
備
し

ま
し
た
。
昨
年
暮
れ
待
ち
に

待
っ
た
太
鼓
が
届
き
、
畢
速
子

供
た
ち
と
一
緒
に
瓢
し
い
太
鼓

の
初
打
ち
を
行
い
、
念
願
だ
っ

た
太
鼓
の
取
得
を
書
ん
で
い
ま

し
た
。
太
鼓
の
お
披
露
目
は
、

集
落
の
春
祭
り
に
行
わ
れ
る
予

定
で
す

10

　
イ
ー
タ
さ
ん
（
麟
際
交
流
員
）

が
町
内
3
保
育
所
の
園
兜
た
ち

と
｝
緒
に
英
語
を
使
い
な
が
ら

ゲ
ー
ム
な
ど
で
楽
し
く
遊
ん
で

い
ま
す
．
英
語
の
時
問
は
療
月

蓋
醸
。
英
語
に
触
れ
る
機
会
の

少
な
い
松
之
由
で
し
た
が
、

イ
｝
タ
さ
ん
が
来
て
く
れ
た
お

か
げ
で
本
場
の
英
語
に
自
然
と

触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
ま
た
勉
強
と
違
い
楽
し

煮一夕され

　　　　　　う　　（騨瞭琉霞）C
繁握《麟ぽう

懸購欝灘翻繋蕊鵜一鍵んが

灘講灘麟難謙曝撤。

く
遊
び
な
が
ら
学
べ
る
の
で
、

子
供
た
ち
も
楽
し
み
な
隣
問
の

よ
う
で
す
，

　
今
月
は
、
英
語
で
フ
ル
ー
ツ

バ
ス
ケ
ッ
ト
．
発
音
に
も
涯
意

し
て
、
楽
し
く
、
元
気
よ
く
。

　
巖
初
は
ぎ
こ
ち
な
か
っ
た
子

供
た
ち
も
、
徐
々
に
調
子
が
上

が
っ
て
き
た
よ
う
で
、
し
っ
か

り
と
発
審
し
て
い
ま
し
た
。

織教燦繋撚奪繊
鋤翅駿灘6獲

覇麟鐡蹴灘

　厳麟終燧灘蕎蕊、鑑溝ぽ羨変縫懸巻蕊欝瀬駿ま露躍海裏、む移ろ（停電以外〉は新しく、翻滋奪経験が多

麟灘蝶、演叢嚢墜馨轡懇幾麟、鱗驚一懸奪鎌の冬の箭淀体験じた溢とがお鍛ませんでした。舞には何鐡も璽

の譜懸縷懸の縫．瀞蓉麟懸懇雛繰達～繋一緒建維蓼だ乙とを教えるとやっと松之繊町で降る雲の鷺がこんなに

i多鱒滋繕臓癒鍵蹴豪膨懸郁

　籾麟蒸鍛灘一懇麟燧鰯ζは拶フトに乗翰、下まで滑ったり転んだηしていた潤に、小さな子供侮人かが灘

馨建滑欝蒸、1う肇漁蒙膨がる私を4園くらい通鯵遍ぎました。やは甑転んだのが多かったのでその次の段

傭糞藩が痛が蓼驚饗鱗が、冬が終わる豪でにス率一の基添をマスターするのが欄人的な猿いです。がんぱり

ま難麹

　叢鶴のむ濠投凝のビデオを晃量ていただきましたが、やはり実際に見物する方が印象に残りました。思っ

灘3醐投凝疹職だ場漸からの叛が急でしたので腕やあぱら欝を折るかもしれないと心配していました。冤る

だけ懸轍かのだ癒すが、書われた通りに霧は柔らかいクッションのようでした。すみ塗りに行く繭に頻にク

鞍一ムを塗っ澄ので良かったです。周りの痛そうな輿っ黒の頻を見ながら洗ってもきれいにならない気がし

ました。それでも逃げられなくて、傭麟も塗られました。
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國
灘
詑
念
通
信
日
付
印

　
松
之
由
郵
便
局
・
湯
本
郵
便

局
に
て
麟
体
記
念
通
信
欝
付
印

を
ご
希
望
の
方
に
、
次
の
期
聞

押
印
さ
れ
ま
す
。

　
松
之
霞
・
湯
本
郵
便
周
の
み

の
取
扱
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
使
馬
期
間

平
成
1
4
年
2
月
2
0
臼
く
水
）
～

　
平
成
澱
年
2
月
2
3
鶏
（
土
）

▼
取
扱
局

　
　
松
之
山
郵
便
局

　
　
湯
本
郵
便
局

　
　
　
、
慧
晦

灘

鯉
適
喫
，

鐡
響
黙

精
糎
障
害
者
の
姦
電

嚢
ー
ビ
ス
が
変
わ
妙
ま
す

　
平
成
羅
年
か
ら
精
神
障
害
春

の
荏
宅
橿
祉
サ
…
ビ
ス
の
相
談

窓
口
が
保
健
所
か
ら
市
町
村
に

変
わ
り
ま
す
。

◎
精
神
保
健
幅
祉
手
緩
の
串
請

　
　
　
　
　
　
　
　
（
更
新
V

　
精
神
障
害
を
事
由
と
す
る
障

審
年
金
受
給
養
や
～
定
の
障
害

の
あ
る
方
に
交
付
さ
れ
ま
す
、

◎
通
院
医
療
費
公
費
負
担
牢
請

　
　
　
　
　
　
　
　
（
更
新
）

　
精
神
科
通
院
隊
療
費
の
鮪
％

が
公
費
負
握
と
な
り
ま
す
。

◎
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
や

　
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
相
談

　
サ
ー
ビ
ス
の
調
整
、
あ
つ
せ

ん
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

☆
次
の
よ
う
な
業
務
も
引
き
続

　
き
市
簿
村
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
・
疋
し
い
知
識
の
普
及
啓
発

　
・
趨
談
指
導

　
・
障
審
書
誹
爾
策
建

　
・
祇
会
復
帰
対
策

　
詳
し
く
は
左
記
の
い
づ
れ
か

へ
お
導
ね
下
さ
い
．

松
之
山
町
保
険
橿
祇
諜

　
　
　
　
　
憾
6
－
3
7
0
5

上
越
市
保
健
所

　
保
健
指
導
第
2
係

む
0
2
5
5
－
2
4
－
6
1
3
2

鮫
獲
脊
晃

．
灘
護
藤
業
法
説
明
会

　
育
兇
・
介
護
休
業
法
の
改
疋

法
が
平
成
捻
奪
H
月
9
濤
に
成

立
し
、
平
成
澱
年
4
月
三
類
か

ら
全
面
施
行
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
改
正
に
よ
り
、
脊
兜
の

た
め
の
勤
務
時
聞
の
矯
縮
等
の

搭
置
に
つ
い
て
薄
象
と
な
る
子

の
年
齢
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
と

と
も
に
、
育
兜
や
家
族
介
護
を

行
う
労
働
奢
の
時
問
外
労
働
の

鰯
限
な
ど
の
搭
置
が
新
た
に
設

け
ら
れ
ま
し
た
。

　
新
潟
労
働
局
で
は
、
改
正
法

の
施
行
に
海
け
て
説
明
会
を
闇

催
い
た
し
ま
す
。
是
雰
ご
参
纐

下
さ
い
。

▼
上
越
会
場

　
β
時

　
平
成
M
年
2
月
2
6
臼
（
火
）

午
後
－
時
3
0
分
～

　
　
　
午
後
3
時
3
0
分
ま
で

▼
会
場
　
上
越
商
工
会
議
所

▼
定
員
　
玉
0
0
名

▼
串
込
先

　
新
潟
労
働
燭
雇
溺
均
等
室

償
0
2
5
－
2
3
4
－
5
9
2
8

【
そ
の
飽
に
も
、
新
潟
会
場
（
2

月
1
9
揖
）
・
長
岡
会
場
（
2
月

瓢
鶏
V
が
あ
り
ま
す
、
】

鞭
越
慧
行
㈱

　
　
　
　
　
社
員
募
集

　
北
越
急
行
㈱
で
は
、
平
成
羅

年
度
採
絹
の
祇
費
を
募
集
し
ま

す
。▼

募
集
職
種
　
運
転
士

　
　
　
　
　
　
施
設
技
師

▼
募
集
人
員
　
著
、
干
名

▼
受
験
資
格

　
昭
称
4
6
年
4
月
2
弱
か
ら
昭

癩
5
9
年
4
月
王
黎
盈
の
方

（
た
だ
し
、
動
力
車
操
縦
運
転

免
許
職
串
種
電
気
車
隔
保
有
著

は
昭
秘
唄
年
4
月
2
藏
焦
か

ら
）▼

受
験
串
込
方
法

　
受
付
串
込
春
か
ら
郵
送

▼
受
験
受
付
期
間

　
平
成
M
年
2
月
禦
霞
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
お
申
し
込
み
は

北
越
急
行
㈱
総
務
諜

南
衛
描
沼
郡
六
段
職
大
忠
子
六
臼
跨

　
　
　
　
　
　
ウ
山
9
0
2
！
三

費
0
2
5
7
－
7
0
－
2
8
2
0

馨
齢
墓
礎
年
金
の
繰

塗
鯵
講
求
は
よ
く
考
え
て

　
老
齢
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ

る
の
は
紡
歳
か
ら
で
す
が
、
木

人
が
希
望
す
れ
ば
60
歳
か
ら
6
5

歳
ま
で
の
間
に
奪
金
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
を
繰
上
、
げ
請
求
と
い
い

ま
す
。

　
こ
の
場
合
、
早
く
年
金
を
岬
巽

け
る
こ
と
が
で
き
る
反
衝
、
次

の
不
利
益
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

①
講
求
し
た
時
期
に
応
じ
た
減

　
額
率
に
よ
り
減
額
さ
れ
、
盤

　
涯
こ
の
減
額
さ
れ
た
年
金
を

　
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

②
障
害
基
礎
年
金
を
請
求
で
き

　
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
、

③
遣
族
摩
生
年
金
を
受
け
る
権

　
利
が
発
鑑
し
て
も
、
茄
歳
ま

　
で
は
老
齢
基
礎
年
金
と
逡
族

　
摩
生
年
金
の
い
ず
れ
か
一
方

　
し
か
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
、

④
寡
婦
年
金
を
受
け
る
こ
と
が

　
で
き
な
く
な
り
ま
す
．

　
　
～
度
講
求
す
る
と
取
り
清

　
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
．
老

　
齢
基
礎
年
金
の
繰
り
上
げ
講

　
求
を
す
る
と
き
は
、
よ
く
考

　
え
て
講
求
し
て
く
だ
さ
い
、

　
　
ま
た
、
繰
り
上
げ
請
求
と

　
は
逆
に
、
6
6
歳
以
後
繰
り
下

　
げ
て
翻
増
の
年
金
を
受
け
る

　
こ
と
も
で
き
ま
す
．

　
　
　
　
役
場
総
務
諜
年
金

12

　
籔
稠
懲
遷
越
甥
爾
開
催

来
る
平
成
澱
年
4
月
鎗
5
（
水
）
、
り
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
上
越
に
於

い
て
、
平
成
14
年
春
巡
業
大
相
撲
上
越
場
斯
が
闘
催
さ
れ
ま
す
。

　
今
翻
の
巡
業
は
、
郷
土
新
井
欝
患
身
の
「
霜
鳥
醐
（
時
津
風
部
麗
ご

を
始
め
、
落
躍
め
ざ
ま
し
い
若
手
力
烹
や
関
係
奢
3
0
0
犠
が
参
繍

し
、
横
綱
の
土
俵
入
り
や
十
濁
・
幕
内
力
士
の
取
組
の
ほ
か
、
多
彩

な
プ
撚
グ
ラ
ム
が
矯
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
技
と
カ
を
ぶ
つ
け
合
う
、
蔭
本
の
伝
統
の
園
技
、
大
相
撲
の
魅
力

と
醍
醐
味
が
存
分
に
楽
し
め
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
墾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
蔀
　
　
鞍

平成14無4月遷oiヨ　（71く）　　大相撲上越場所

雛チケット料金（滴費税込み〉

俵　下／三人籍 三4，000円

〉6列目／4人庸 玉マス44，000円（三入王三，000円〉

40列目／4人窟王マス38，000円（王人9，500円〉

　　　　　　一列黛以降／4人傭 1マス32，000（ま人8，000円円）階席／三人辮
7，000円

階　席／三人鷹銭　　4，5・粥
榊
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魔
籍
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マ
　
ス
　
ス
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マ
　
マ

蓄
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痔スA席
し
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拭・錦絵タオル・軍記図角鉢とのれん・絵番鮒・弁楽
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0円セツト 飲
手

0門セット 飲
手

8．40

匝亜奮
チケットのお求めは

大相撲上越場漸事務
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1局
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罎除く）平9午崩10隣～午後6時まで

鐵
纏
・
懇
叢
屡
療
か
ら
の

　
　
　
㎜
お
麹
鯵
せ

　
麟
保
・
老
人
鷹
療
簾
入
者
の

入
院
時
の
食
事
代
標
準
負
担
額

は
次
の
と
お
り
で
す
．

入院時の食事代の標準負摂額

　　一般締78粛
住民税、，匝藝・姻

諜税世帯r濡ヨ，葺蕊。糠
　　　．ま　　　圭　　　．！

　
住
観
税
雰
諜
税
徴
帯
の
人
は

「
標
準
負
握
額
減
額
認
定
書
恥

ハ
購
紬
繭
に
よ
り
轟
父
一
付
）
が
必
、
要

と
な
り
ま
す
。

　
食
事
代
の
自
己
負
握
額
は
商

額
療
養
費
の
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。　

詳
し
く
は

　
　
総
務
課
住
民
係
ま
で

　
蕃
瀞
疹
嚢
に
か
け
て
の
繁
殖
期
に
は
、

醐
嫉
澱
灘
滋
る
老
索
必
に
癒
わ
ば
勢
を
俸

麹
、
贈
懇
張
禰
懇
墜
巻
ケ
ン
ケ
蓄
ン
と
さ

総
灘
麹
、
翼
懇
ぽ
驚
翁
が
慧
る
。

羅
蟻
熱
懸
懸
幽
建
棲
む
難
の
鶏
で
あ
り
、

蔀
叢
部
⑱
茂
舞
の
多
輪
鼓
園
癒
ど
で
も
発

癒
護
濫
瀞
懇
懸
為
。

野鳥だより

『国鳥キジ戯

松之由碕野鳥愛護会

　
鑛
鑓
ぽ
、
翻
驚
羅
叢
建
き
薮
て
嶺
る
美
し
い
鳥
で
あ
る
が
、
狩

猟
鐵
灘
懸
欝
鍵
盤
親
認
麟
蕎
．
今
響
は
、
入
工
塔
穂
が
確
立
し
て

麟
総
建
輪
懸
撚
嫉
懸
驚
灘
溝
数
鶏
き
聡
で
恥
る
。

・
．
纏
懸
灘
鞭
⑳
鑑
慧
犠
溌
ぽ
税
蓬
極
め
薫
少
な
い
。
昭
秘
4
0
年

．
灘
獲
犠
ぽ
鎌
魏
繋
懸
織
猿
灘
練
瀞
榊
冬
建
＄
、
6
羽
獲
れ
た
と
欝
つ

灘
糠
灘
鑓
．
灘
鞭
懸
叢
灘
獲
毬
瀞
発
る
滋
お
が
で
き
な
恥
。

　
灘
叢
顯
懸
懸
鶏
…
愛
護
饗
揮
得
鍛
懇
輪
る
探
驚
会
で
の
観
察
記

錬
濾
襲
・
、
懸
鑛
認
鑛
騰
警
園
⑱
鍵
選
灘
変
糞
癒
麟
．
寿
命
は
鱒
年

繋
麟
繍
灘
霧
灘
灘
癒
麟
諮
．

　
縫
磯
懸
叢
灘
，
雛
鑑
懸
鰹
鷲
篶
鍵
鍛
、
冷
え
込
ん
だ
朝
、
霞
宅

籔
罐
欝
醗
縫
灘
、
鑛
講
鰺
雄
懇
灘
欝
。
冬
圏
麟
移
羅
お
る
コ
マ
ユ

嚢
籔
灘
鱒
饗
懇
獲
鎌
縫
嚢
鍛
．
雛
麟
灘
榊
難
み
骸
癒
嶺
る
珍
膨
恥

榊
灘
灘
懸
叢
叢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
燃
建
網
探
鶏
機
の
案
内
）

羅
獺
覆

．
懸
㎜
集
懸

』
暴
騰
賜

灘
、
霧
辮

羅
驚
鷺
難

羅
懇
綴
繕

　
　
無
艦
懸
鱗
．
叢
鑛
欝
鑛
㊨
秀
獄

　
　
獲
懸
欝
灘
裟
総
懸
鞭
．

甕
鶏
鍵
瞬
（
繊
）

盤
繍
羨
総
鍍
無
駈
驚

総
議
襲
欝
琴

欝
麟
総
鎌
爺
鎌
澱
欝
）

繊
鐵
樂
薄
澄

　
　
．
越
叢
纐
周
逡

　
繍
饗
磯
篶
美
駄
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①
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國
灘
詑
念
通
信
日
付
印

　
松
之
由
郵
便
局
・
湯
本
郵
便

局
に
て
麟
体
記
念
通
信
欝
付
印

を
ご
希
望
の
方
に
、
次
の
期
聞

押
印
さ
れ
ま
す
。

　
松
之
霞
・
湯
本
郵
便
周
の
み

の
取
扱
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
使
馬
期
間

平
成
1
4
年
2
月
2
0
臼
く
水
）
～

　
平
成
澱
年
2
月
2
3
鶏
（
土
）

▼
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扱
局

　
　
松
之
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郵
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湯
本
郵
便
局
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慧
晦

灘

鯉
適
喫
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鐡
響
黙

精
糎
障
害
者
の
姦
電

嚢
ー
ビ
ス
が
変
わ
妙
ま
す

　
平
成
羅
年
か
ら
精
神
障
害
春

の
荏
宅
橿
祉
サ
…
ビ
ス
の
相
談

窓
口
が
保
健
所
か
ら
市
町
村
に

変
わ
り
ま
す
。

◎
精
神
保
健
幅
祉
手
緩
の
串
請

　
　
　
　
　
　
　
　
（
更
新
V

　
精
神
障
害
を
事
由
と
す
る
障

審
年
金
受
給
養
や
～
定
の
障
害

の
あ
る
方
に
交
付
さ
れ
ま
す
、

◎
通
院
医
療
費
公
費
負
担
牢
請

　
　
　
　
　
　
　
　
（
更
新
）

　
精
神
科
通
院
隊
療
費
の
鮪
％

が
公
費
負
握
と
な
り
ま
す
。

◎
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
や

　
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
相
談

　
サ
ー
ビ
ス
の
調
整
、
あ
つ
せ

ん
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

☆
次
の
よ
う
な
業
務
も
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市
簿
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で
行
っ
て
い
ま
す
。
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及
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・
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談
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・
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書
誹
爾
策
建

　
・
祇
会
復
帰
対
策

　
詳
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く
は
左
記
の
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づ
れ
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へ
お
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ね
下
さ
い
．

松
之
山
町
保
険
橿
祇
諜

　
　
　
　
　
憾
6
－
3
7
0
5

上
越
市
保
健
所

　
保
健
指
導
第
2
係

む
0
2
5
5
－
2
4
－
6
1
3
2

鮫
獲
脊
晃

．
灘
護
藤
業
法
説
明
会

　
育
兇
・
介
護
休
業
法
の
改
疋

法
が
平
成
捻
奪
H
月
9
濤
に
成

立
し
、
平
成
澱
年
4
月
三
類
か

ら
全
面
施
行
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
改
正
に
よ
り
、
脊
兜
の

た
め
の
勤
務
時
聞
の
矯
縮
等
の

搭
置
に
つ
い
て
薄
象
と
な
る
子

の
年
齢
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
と

と
も
に
、
育
兜
や
家
族
介
護
を

行
う
労
働
奢
の
時
問
外
労
働
の

鰯
限
な
ど
の
搭
置
が
新
た
に
設

け
ら
れ
ま
し
た
。

　
新
潟
労
働
局
で
は
、
改
正
法

の
施
行
に
海
け
て
説
明
会
を
闇

催
い
た
し
ま
す
。
是
雰
ご
参
纐

下
さ
い
。

▼
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会
場

　
β
時

　
平
成
M
年
2
月
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6
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）

午
後
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時
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午
後
3
時
3
0
分
ま
で

▼
会
場
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所
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【
そ
の
飽
に
も
、
新
潟
会
場
（
2

月
1
9
揖
）
・
長
岡
会
場
（
2
月

瓢
鶏
V
が
あ
り
ま
す
、
】

鞭
越
慧
行
㈱

　
　
　
　
　
社
員
募
集

　
北
越
急
行
㈱
で
は
、
平
成
羅

年
度
採
絹
の
祇
費
を
募
集
し
ま

す
。▼

募
集
職
種
　
運
転
士

　
　
　
　
　
　
施
設
技
師

▼
募
集
人
員
　
著
、
干
名

▼
受
験
資
格

　
昭
称
4
6
年
4
月
2
弱
か
ら
昭

癩
5
9
年
4
月
王
黎
盈
の
方

（
た
だ
し
、
動
力
車
操
縦
運
転

免
許
職
串
種
電
気
車
隔
保
有
著

は
昭
秘
唄
年
4
月
2
藏
焦
か

ら
）▼

受
験
串
込
方
法

　
受
付
串
込
春
か
ら
郵
送

▼
受
験
受
付
期
間

　
平
成
M
年
2
月
禦
霞
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
お
申
し
込
み
は

北
越
急
行
㈱
総
務
諜

南
衛
描
沼
郡
六
段
職
大
忠
子
六
臼
跨

　
　
　
　
　
　
ウ
山
9
0
2
！
三

費
0
2
5
7
－
7
0
－
2
8
2
0

馨
齢
墓
礎
年
金
の
繰

塗
鯵
講
求
は
よ
く
考
え
て

　
老
齢
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ

る
の
は
紡
歳
か
ら
で
す
が
、
木

人
が
希
望
す
れ
ば
60
歳
か
ら
6
5

歳
ま
で
の
間
に
奪
金
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
を
繰
上
、
げ
請
求
と
い
い

ま
す
。

　
こ
の
場
合
、
早
く
年
金
を
岬
巽

け
る
こ
と
が
で
き
る
反
衝
、
次

の
不
利
益
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

①
講
求
し
た
時
期
に
応
じ
た
減

　
額
率
に
よ
り
減
額
さ
れ
、
盤

　
涯
こ
の
減
額
さ
れ
た
年
金
を

　
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

②
障
害
基
礎
年
金
を
請
求
で
き

　
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
、

③
遣
族
摩
生
年
金
を
受
け
る
権

　
利
が
発
鑑
し
て
も
、
茄
歳
ま

　
で
は
老
齢
基
礎
年
金
と
逡
族

　
摩
生
年
金
の
い
ず
れ
か
一
方

　
し
か
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
、

④
寡
婦
年
金
を
受
け
る
こ
と
が

　
で
き
な
く
な
り
ま
す
．

　
　
～
度
講
求
す
る
と
取
り
清

　
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
．
老

　
齢
基
礎
年
金
の
繰
り
上
げ
講

　
求
を
す
る
と
き
は
、
よ
く
考

　
え
て
講
求
し
て
く
だ
さ
い
、

　
　
ま
た
、
繰
り
上
げ
請
求
と

　
は
逆
に
、
6
6
歳
以
後
繰
り
下

　
げ
て
翻
増
の
年
金
を
受
け
る

　
こ
と
も
で
き
ま
す
．

　
　
　
　
役
場
総
務
諜
年
金

12

　
籔
稠
懲
遷
越
甥
爾
開
催

来
る
平
成
澱
年
4
月
鎗
5
（
水
）
、
り
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
上
越
に
於

い
て
、
平
成
14
年
春
巡
業
大
相
撲
上
越
場
斯
が
闘
催
さ
れ
ま
す
。

　
今
翻
の
巡
業
は
、
郷
土
新
井
欝
患
身
の
「
霜
鳥
醐
（
時
津
風
部
麗
ご

を
始
め
、
落
躍
め
ざ
ま
し
い
若
手
力
烹
や
関
係
奢
3
0
0
犠
が
参
繍

し
、
横
綱
の
土
俵
入
り
や
十
濁
・
幕
内
力
士
の
取
組
の
ほ
か
、
多
彩

な
プ
撚
グ
ラ
ム
が
矯
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
技
と
カ
を
ぶ
つ
け
合
う
、
蔭
本
の
伝
統
の
園
技
、
大
相
撲
の
魅
力

と
醍
醐
味
が
存
分
に
楽
し
め
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
墾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
蔀
　
　
鞍

平成14無4月遷oiヨ　（71く）　　大相撲上越場所

雛チケット料金（滴費税込み〉

俵　下／三人籍 三4，000円

〉6列目／4人庸 玉マス44，000円（三入王三，000円〉

40列目／4人窟王マス38，000円（王人9，500円〉

　　　　　　一列黛以降／4人傭 1マス32，000（ま人8，000円円）階席／三人辮
7，000円

階　席／三人鷹銭　　4，5・粥
榊

下／1俵土

1～6ダ懸目／4
7～・三〇ダ彗目／4

王工勢猛…1以轟鐸／4

階席／三つ

“
　
2

魔
籍
糖

リ
　
S
　
A

マ
　
ス
　
ス

タ

マ
　
マ

蓄

際B席i特別イス席
痔スA席
し

饗飲食‘相撲土産セット料金

み物セット（ビール・源・ジュース・おつまみ〉総湯呑・手
拭・錦絵タオル・軍記図角鉢とのれん・絵番鮒・弁楽

み物セット〈ビール・瀬・ジ講一ス・おつまみ〉総湯唇・手

拭・鐡絵タオル・弁当

0円セツト 飲
手

0門セット 飲
手

8．40

匝亜奮
チケットのお求めは

大相撲上越場漸事務

、ヒ越市茜城町2丁目】

月曜臼～土曜β〈祝

1局

10－25　上越ケーブルビジ灘ン内費0255－27－2838

罎除く）平9午崩10隣～午後6時まで

鐵
纏
・
懇
叢
屡
療
か
ら
の

　
　
　
㎜
お
麹
鯵
せ

　
麟
保
・
老
人
鷹
療
簾
入
者
の

入
院
時
の
食
事
代
標
準
負
担
額

は
次
の
と
お
り
で
す
．

入院時の食事代の標準負摂額

　　一般締78粛
住民税、，匝藝・姻

諜税世帯r濡ヨ，葺蕊。糠
　　　．ま　　　圭　　　．！

　
住
観
税
雰
諜
税
徴
帯
の
人
は

「
標
準
負
握
額
減
額
認
定
書
恥

ハ
購
紬
繭
に
よ
り
轟
父
一
付
）
が
必
、
要

と
な
り
ま
す
。

　
食
事
代
の
自
己
負
握
額
は
商

額
療
養
費
の
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。　

詳
し
く
は

　
　
総
務
課
住
民
係
ま
で

　
蕃
瀞
疹
嚢
に
か
け
て
の
繁
殖
期
に
は
、

醐
嫉
澱
灘
滋
る
老
索
必
に
癒
わ
ば
勢
を
俸

麹
、
贈
懇
張
禰
懇
墜
巻
ケ
ン
ケ
蓄
ン
と
さ

総
灘
麹
、
翼
懇
ぽ
驚
翁
が
慧
る
。

羅
蟻
熱
懸
懸
幽
建
棲
む
難
の
鶏
で
あ
り
、

蔀
叢
部
⑱
茂
舞
の
多
輪
鼓
園
癒
ど
で
も
発

癒
護
濫
瀞
懇
懸
為
。

野鳥だより

『国鳥キジ戯

松之由碕野鳥愛護会

　
鑛
鑓
ぽ
、
翻
驚
羅
叢
建
き
薮
て
嶺
る
美
し
い
鳥
で
あ
る
が
、
狩

猟
鐵
灘
懸
欝
鍵
盤
親
認
麟
蕎
．
今
響
は
、
入
工
塔
穂
が
確
立
し
て

麟
総
建
輪
懸
撚
嫉
懸
驚
灘
溝
数
鶏
き
聡
で
恥
る
。

・
．
纏
懸
灘
鞭
⑳
鑑
慧
犠
溌
ぽ
税
蓬
極
め
薫
少
な
い
。
昭
秘
4
0
年

．
灘
獲
犠
ぽ
鎌
魏
繋
懸
織
猿
灘
練
瀞
榊
冬
建
＄
、
6
羽
獲
れ
た
と
欝
つ

灘
糠
灘
鑓
．
灘
鞭
懸
叢
灘
獲
毬
瀞
発
る
滋
お
が
で
き
な
恥
。

　
灘
叢
顯
懸
懸
鶏
…
愛
護
饗
揮
得
鍛
懇
輪
る
探
驚
会
で
の
観
察
記

錬
濾
襲
・
、
懸
鑛
認
鑛
騰
警
園
⑱
鍵
選
灘
変
糞
癒
麟
．
寿
命
は
鱒
年

繋
麟
繍
灘
霧
灘
灘
癒
麟
諮
．

　
縫
磯
懸
叢
灘
，
雛
鑑
懸
鰹
鷲
篶
鍵
鍛
、
冷
え
込
ん
だ
朝
、
霞
宅

籔
罐
欝
醗
縫
灘
、
鑛
講
鰺
雄
懇
灘
欝
。
冬
圏
麟
移
羅
お
る
コ
マ
ユ

嚢
籔
灘
鱒
饗
懇
獲
鎌
縫
嚢
鍛
．
雛
麟
灘
榊
難
み
骸
癒
嶺
る
珍
膨
恥

榊
灘
灘
懸
叢
叢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
燃
建
網
探
鶏
機
の
案
内
）

羅
獺
覆

．
懸
㎜
集
懸

』
暴
騰
賜

灘
、
霧
辮

羅
驚
鷺
難

羅
懇
綴
繕

　
　
無
艦
懸
鱗
．
叢
鑛
欝
鑛
㊨
秀
獄

　
　
獲
懸
欝
灘
裟
総
懸
鞭
．

甕
鶏
鍵
瞬
（
繊
）

盤
繍
羨
総
鍍
無
駈
驚

総
議
襲
欝
琴

欝
麟
総
鎌
爺
鎌
澱
欝
）

繊
鐵
樂
薄
澄

　
　
．
越
叢
纐
周
逡

　
繍
饗
磯
篶
美
駄

霊3



I
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o
o
ー

知らせてるもちろん知ってる最低賃金

新潟濃の最低賃金が改疋されました

｝

難簸臨縁．萎』 ．購『額 』麟溺額 魏
．
鱗盤露

』懸．瀦禦叢織灘糞　』 餐，蓑麓縫露 霧獲欝鷺 灘戴鰯欝難欝舗溺

この簸低賃金は、県内で事業を営むすべての使馬煮及びその事業所で働くすべての労働者に適馬されます。

下記の産業には産業別簸低賃金がさだめられています

　　｝｝
鴨

一　　．
　馨業溺嚢i簸繋．灘 鍛　　額 磯關額

　　　　　雛
鐡麹発盤認

鍵翻鰯灘騰懸難
麟纏難轟難羅難 麟鱒獺 織翻

灘戯麟熱菱翻郷欝

饗灘織翻蟻購『P 薮，慧灘離 籔麟籔『鷹 懇鱗蓬鱗1獺灘翻

欝繍　i嚢灘鞭i『
欝籔灘鞭翻・懸難欝懸灘業

鶏蕪驚翻 雛懇麟羅 ．灘灘欝纐獺露鯛

この機会に、最低賃金額をご確認ください。

なお、詳しくは十臼町労働基準監督署（電話0257－52－2079〉まで

松灘幽蘇國保欝藻斯鑛灘1i難灘

懸灘懸総譲㈱綴程懇診察鎌訪闘診療癒蕊巻響聾球誘。

i5：30　　　　　　16：3（》17：00　　　工7こ主5

魁一麹＿r賑渡しi断
蓑　　　　診 ＿．．療一上一

王3：45　：L4：00

嚢萎き鵬覇灘蕪

灘懸懸麟灘麟饗濃
8：00　　8；30　　　　　王王：30 12：00　　王3：00

鷹F薯療 蕎F 藤σ
療

璽
診

畿驚講霞転遜縫麹麟懇
　競鑑鞭鷺⑳繕後懸聴蕊鐘瀞傷翌朝8購までと休β。視祭潤は診療勝（6－2240）へ電謡をしても

殺場鯵輯灘叢灘ゐ雛灘逡懸蓼羅嶺象犠

　　ダイヤルーただいま電話を呼び串しています一→　電話を呼び串しています

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5秒くらい待つ
綾診察i叢が疹
　驚ぽ莚ぽ髭一藻が強くとも軽くとも讐は岡じです。

　驚ぽ譲懇販義と撫液饗薗まりやすくなったり心臓に酸素や栄養を与える籍動脈が収縮して働きが

悪く癒鐙蒙綾。叢だ、ガンや心簸梗塞、狭心症を引き起こし動脈硬化を進める働きがあります。

　蓬ほ羅建よる健康被審をなくすには禁煙しかありません。

輩4

　
　
ゆ
　
　
と
　
　
め

が

㎜
　
　
松
之
由
町
生
灌
学
習
だ
よ
り
公
蔑
館
費
6
－
2
2
6
5

ヂ 、
事
繋
肉
容
（
2
／
鱗
～
3
／
循
〉

ゆぬ一

純

㎜
轍勅

叢
灘
嬢
一

縫
灘
鱗
叢
麟
灘
ー
大
会

　
信
越
学
童
親
善
ス
キ
ー
大
会

が
妙
商
蕩
原
驚
で
闘
催
さ
れ
ま

す
。
松
之
毒
町
の
小
学
生
も
多

数
参
癩
出
場
し
ま
す
。
ご
声
援

を
よ
ろ
し
く
お
顯
い
い
た
し
ま

す
．▼

期
日
　
2
月
撮
霞
（
本
）

▼
会
場

＊
ク
q
ス
カ
ン
ト
リ
…

　
赤
倉
観
光
ホ
テ
ル
ゴ
ル
フ
場

＊
ア
ル
ペ
ン

　
赤
禽
観
光
ホ
テ
ル
醜
由
コ
…
ス

　
雰
禽
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
コ
ー
ス

▼
時
間

　
年
萬
8
時
3
0
分
～

　
　
　
　
午
後
4
時
ま
で

　　
灘
騰
璽
綴
叢
運
動
会

　
運
動
不
建
を
補
う
冬
の
運
動

と
し
て
、
地
区
の
皆
さ
ん
で
讐

上
運
動
会
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

▼
地
区
・
期
縫
・
会
場

＊
松
之
由

2
月
鍛
段
（
鶏
）

松
之
毒
小
学
校
鹸

＊
松
璽

2
月
2
3
臼
（
土
）

　
松
之
山
温
泉
ス
キ
…
場

＊
浦
鑓

　
2
月
鍛
鶏
（
鑓
）

　
北
浦
鶏
地
内

＊
上
布
廻
．

　
2
月
鴛
臼
（
日
）

　
田
東
規
小
学
校

＊
下
布
綴

　
3
月
1
0
8
（
欝
）
予
定

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
…
セ
ン
タ
…

雛
鍵
騰
勤
鱗

　
　
　
湯
鶏
婆
ラ
ブ

　
　
（
バ
ソ
つ
ン
で
覆
ば
ろ
）

　
パ
ソ
コ
、
ノ
を
穫
っ
て
お
絵
か

き
を
し
た
り
、
畜
楽
を
創
っ
た

り
し
て
遊
び
ま
し
ょ
う
．
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
も
挑
戦
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

▼
期
日
　
3
月
9
9
（
土
）

▼
時
間
　
午
繭
1
0
時
～

▼
場
藩
自
然
休
養
村
セ
ン

　
　
　
タ
…

藩
趨
叢
抜
場

　
毎
月
第
2
土
曜
賛
を
子
ど
も

た
ち
の
た
め
の
遊
び
の
広
場
と

し
て
休
養
樗
セ
、
ノ
タ
｝
を
開
放
．

　
醗
碁
教
室
や
ビ
デ
オ
上
映
、

工
作
コ
ー
ナ
ー
な
ど
好
き
な
時

間
に
自
磁
に
ご
参
獺
く
だ
さ
い
．

▼
期
β
　
3
月
9
沼
（
土
）

▼
購
間
　
午
箭
鐙
時
～

　
　
　
　
　
午
後
4
時

▼
会
場
　
休
養
籾
セ
ン
タ
…

灘
鐵
難
籔
教
室

　
3
月
の
ニ
コ
ニ
コ
教
室
は
、

大
き
な
紙
に
た
く
さ
ん
の
絵
を

描
い
て
遊
び
ま
す
。

▼
期
臼
　
3
月
捻
鶏
（
水
）

▼
鱒
間
午
賄
9
時
も

　
　
　
　
　
　
午
醜
U
時

▼
場
筋
懲
然
休
養
粒
セ
ン

　
　
　
　
タ
ー

〈
平
成
禍
隼
度

　
パ
ソ
コ
ン
講
習
〉

　
2
月
の
湯
山
会
場
を
最
後
に

今
年
度
の
ー
丁
講
習
会
（
パ
ソ

コ
ン
基
礎
講
習
会
）
は
終
了
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
来
葎

度
も
継
続
し
て
実
施
で
き
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
ゆ
詳
し
い
鷺

程
や
会
場
、
内
容
等
に
つ
き
ま

し
て
は
後
β
お
歎
ら
せ
い
た
し

第一図豪雪と麟馨酬繕幽
　　全園僻匂煮蚕

雛

ま
す
。
な
お
講
習
に
醐
す
る
要

望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
掩
な

り
と
公
浅
館
ま
で
お
串
し
騰
く

だ
さ
い
。

　
〈
お
し
ら
せ
〉

　
ゲ
…
ト
ボ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に
公

衆
電
誌
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

ご
利
馬
く
だ
さ
い
。

　
電
話
番
弩
6
－
2
7
3
i

霧

辮
認
饗
羅
聾
・
灘
爆
　
籔
繋

翻
隈
撚
騰
撚
灘
灘
纏
辮
麟
霧
薮
ー

　
窒
國
の
擁
勃
愛
嫌
巻
が
護
の
松
選
幽
驚
集
鱒
、

雪
を
題
縁
縫
緋
句
葱
詠
み
麟
硲
叢
霧
。
晦
内
の

偉
葡
愛
娠
巻
も
驚
く
き
ん
参
撫
さ
駁
ま
ず
。

　
さ
て
、
こ
の
松
滋
出
か
ら
ど
ん
濠
句
が
蛋
豪

れ
る
で
し
ょ
う
か
．
楽
し
み
で
す
ね
。

響5



I
O
①
o
o
ー

知らせてるもちろん知ってる最低賃金

新潟濃の最低賃金が改疋されました

｝

難簸臨縁．萎』 ．購『額 』麟溺額 魏
．
鱗盤露

』懸．瀦禦叢織灘糞　』 餐，蓑麓縫露 霧獲欝鷺 灘戴鰯欝難欝舗溺

この簸低賃金は、県内で事業を営むすべての使馬煮及びその事業所で働くすべての労働者に適馬されます。

下記の産業には産業別簸低賃金がさだめられています

　　｝｝
鴨

一　　．
　馨業溺嚢i簸繋．灘 鍛　　額 磯關額

　　　　　雛
鐡麹発盤認

鍵翻鰯灘騰懸難
麟纏難轟難羅難 麟鱒獺 織翻

灘戯麟熱菱翻郷欝

饗灘織翻蟻購『P 薮，慧灘離 籔麟籔『鷹 懇鱗蓬鱗1獺灘翻

欝繍　i嚢灘鞭i『
欝籔灘鞭翻・懸難欝懸灘業

鶏蕪驚翻 雛懇麟羅 ．灘灘欝纐獺露鯛

この機会に、最低賃金額をご確認ください。

なお、詳しくは十臼町労働基準監督署（電話0257－52－2079〉まで

松灘幽蘇國保欝藻斯鑛灘1i難灘

懸灘懸総譲㈱綴程懇診察鎌訪闘診療癒蕊巻響聾球誘。

i5：30　　　　　　16：3（》17：00　　　工7こ主5

魁一麹＿r賑渡しi断
蓑　　　　診 ＿．．療一上一

王3：45　：L4：00

嚢萎き鵬覇灘蕪

灘懸懸麟灘麟饗濃
8：00　　8；30　　　　　王王：30 12：00　　王3：00

鷹F薯療 蕎F 藤σ
療

璽
診

畿驚講霞転遜縫麹麟懇
　競鑑鞭鷺⑳繕後懸聴蕊鐘瀞傷翌朝8購までと休β。視祭潤は診療勝（6－2240）へ電謡をしても

殺場鯵輯灘叢灘ゐ雛灘逡懸蓼羅嶺象犠

　　ダイヤルーただいま電話を呼び串しています一→　電話を呼び串しています

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5秒くらい待つ
綾診察i叢が疹
　驚ぽ莚ぽ髭一藻が強くとも軽くとも讐は岡じです。

　驚ぽ譲懇販義と撫液饗薗まりやすくなったり心臓に酸素や栄養を与える籍動脈が収縮して働きが

悪く癒鐙蒙綾。叢だ、ガンや心簸梗塞、狭心症を引き起こし動脈硬化を進める働きがあります。

　蓬ほ羅建よる健康被審をなくすには禁煙しかありません。
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ゆ
　
　
と
　
　
め

が

㎜
　
　
松
之
由
町
生
灌
学
習
だ
よ
り
公
蔑
館
費
6
－
2
2
6
5

ヂ 、
事
繋
肉
容
（
2
／
鱗
～
3
／
循
〉

ゆぬ一

純

㎜
轍勅

叢
灘
嬢
一

縫
灘
鱗
叢
麟
灘
ー
大
会

　
信
越
学
童
親
善
ス
キ
ー
大
会

が
妙
商
蕩
原
驚
で
闘
催
さ
れ
ま

す
。
松
之
毒
町
の
小
学
生
も
多

数
参
癩
出
場
し
ま
す
。
ご
声
援

を
よ
ろ
し
く
お
顯
い
い
た
し
ま

す
．▼

期
日
　
2
月
撮
霞
（
本
）

▼
会
場

＊
ク
q
ス
カ
ン
ト
リ
…

　
赤
倉
観
光
ホ
テ
ル
ゴ
ル
フ
場

＊
ア
ル
ペ
ン

　
赤
禽
観
光
ホ
テ
ル
醜
由
コ
…
ス

　
雰
禽
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
コ
ー
ス

▼
時
間

　
年
萬
8
時
3
0
分
～

　
　
　
　
午
後
4
時
ま
で

　　
灘
騰
璽
綴
叢
運
動
会

　
運
動
不
建
を
補
う
冬
の
運
動

と
し
て
、
地
区
の
皆
さ
ん
で
讐

上
運
動
会
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

▼
地
区
・
期
縫
・
会
場

＊
松
之
由

2
月
鍛
段
（
鶏
）

松
之
毒
小
学
校
鹸

＊
松
璽

2
月
2
3
臼
（
土
）

　
松
之
山
温
泉
ス
キ
…
場

＊
浦
鑓

　
2
月
鍛
鶏
（
鑓
）

　
北
浦
鶏
地
内

＊
上
布
廻
．

　
2
月
鴛
臼
（
日
）

　
田
東
規
小
学
校

＊
下
布
綴

　
3
月
1
0
8
（
欝
）
予
定

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
…
セ
ン
タ
…

雛
鍵
騰
勤
鱗

　
　
　
湯
鶏
婆
ラ
ブ

　
　
（
バ
ソ
つ
ン
で
覆
ば
ろ
）

　
パ
ソ
コ
、
ノ
を
穫
っ
て
お
絵
か

き
を
し
た
り
、
畜
楽
を
創
っ
た

り
し
て
遊
び
ま
し
ょ
う
．
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
も
挑
戦
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

▼
期
日
　
3
月
9
9
（
土
）

▼
時
間
　
午
繭
1
0
時
～

▼
場
藩
自
然
休
養
村
セ
ン

　
　
　
タ
…

藩
趨
叢
抜
場

　
毎
月
第
2
土
曜
賛
を
子
ど
も

た
ち
の
た
め
の
遊
び
の
広
場
と

し
て
休
養
樗
セ
、
ノ
タ
｝
を
開
放
．

　
醗
碁
教
室
や
ビ
デ
オ
上
映
、

工
作
コ
ー
ナ
ー
な
ど
好
き
な
時

間
に
自
磁
に
ご
参
獺
く
だ
さ
い
．

▼
期
β
　
3
月
9
沼
（
土
）

▼
購
間
　
午
箭
鐙
時
～

　
　
　
　
　
午
後
4
時

▼
会
場
　
休
養
籾
セ
ン
タ
…

灘
鐵
難
籔
教
室

　
3
月
の
ニ
コ
ニ
コ
教
室
は
、

大
き
な
紙
に
た
く
さ
ん
の
絵
を

描
い
て
遊
び
ま
す
。

▼
期
臼
　
3
月
捻
鶏
（
水
）

▼
鱒
間
午
賄
9
時
も

　
　
　
　
　
　
午
醜
U
時

▼
場
筋
懲
然
休
養
粒
セ
ン
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ー
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平
成
禍
隼
度

　
パ
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〉

　
2
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の
湯
山
会
場
を
最
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に
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会
（
パ
ソ

コ
ン
基
礎
講
習
会
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は
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さ

せ
て
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だ
き
ま
す
が
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度
も
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続
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で
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る
こ

と
に
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い
鷺

程
や
会
場
、
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等
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て
は
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お
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し
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に
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。

　
〈
お
し
ら
せ
〉

　
ゲ
…
ト
ボ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に
公

衆
電
誌
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

ご
利
馬
く
だ
さ
い
。
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縁
縫
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。
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麟

　　

謙
灘
轟

無

．一麟撫藤

鍵
獲

機．

㈱

織
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン

漣

響

磯雛

、簸

霧

灘蟻，

．耀

熱錠

圃圃回團
おめでた（出生〉

あみ

信ちゃん　鑑藤重宰・美子さん

　　　　　　　天水越（幸ぜん）

おくやみ（死亡）

鈴木義三郎さん　80歳　下鰐池（義　や）

小野塚ミキさん　72歳　上蝦池（　串　〉

え・う奮のお欝薦さん

石霞　キセさん　87歳　湯　由（不老鰯〉

著井　　貢さん　80歳　小　釜（越　峰〉

頼澤　長男さん91歳　小谷（灘坂）

繕山　欝平さん78歳橋諾（金　善〉

菰鑓　冨榮さん90歳鞍根（蜜泌屋〉

醤出　藪榮さん87歳橋　諮（栄　墨〉

＊三月王欝からま月雛繍までの掻出分で篤

＊広報に載懸てほしくな恥方は、届磁の蒔に

　窓繊にお誕くださ恥昏

⑳◎⑱㊨
　　　　　　　　瑚3珊環筏

総人縫　3，懲1人（一9〉

　　男　i，509人（一護〉

　　女玉，632人（一5〉

盤帯数　三，黛1舞（一4〉

　　　　　（1内は薗月との比較

町民憲章，欝、鵬、？月簿，峯建

わたしたちは松之技1町疑です、郷土を愛し、

　みんなでよりよい町づくりをしよう。

町鼠の合書葉

　　王、美しい緑と霧の中で

　　　　　　　’1＞豊かな人になろう

　　三、ブナの梢が触れ合うように

　　　　　　　連体の心をもとう

　　王、湧きいづる湯東のように

　　　　　　　翻造のカを簡めよう

3月67・璽4・22纏28↓休

　　　　は

驚

・
蝋
賜
鋪

畿
鳳
ー
縛

　小野塚琴葉

（松之山・町営住宅）

　お母さんが大根を披いて車庫へしまったから1二1のところ

が泥だらけになっちゃったところ

　よる、粛磨きが終わって眠る時いつも奉を読んでくれる

お母さんが大好き

馨
叢
縫
懲
謝

　
驚
祇
会
編
祇
協
議
会
へ
寄
付

が
あ
り
ま
し
た
。

・
麗
名
ま
9
2
、
7
9
0
円

　
町
往
宅
編
祇
に
滅
獺
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

欝
璽
繕
驚

㎜
灘
諜
纒
騨
雀
し
家
す

　
i
月
弩
の
民
生
・
晃
童
委
員

の
名
簿
で
、
「
蕩
橋
露
輝
さ
ん

（
天
水
鶴
ご
を
「
繭
雄
さ
ん
恥
と

記
載
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
訂

鉦
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
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